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	「子どものため」って 本当ですか？
	子どもが見た“うちのお母さん”
	先日、自宅で自分の机や本棚の整理をしていたら、数年前の幼稚園の資料が出てきました。その資料というのが、子どもたちに、「あなたのお母さんてどんな人」と尋ねたものでした。（聞き取り資料です）
	「ぼくのお母さんて、いつもキチンとキチンとが口ぐせなんだ」だから、ブロックで遊ぶのもめんどくさいんだ。だってキチンと片付けないといけないでしょ。といった子どもがいました。また、「お母さんのやさしいところはどこかな」といった問いかけには、こんな答えが返ってきていました。「やさしくない！すぐ怒る」「いつも怒ってる！」そんな言葉が勢いよく飛び出したこと。それに対して、「そういう時もあるけど、よく考えてみてごらん。きっとやさしいところってあると思うよ」と返すと、「おもちゃ買ってくれる」「洋服買ってくれる」「どっかに連れていってくれる」ある意味、不自由をさせない愛を、子どもたちはやさしさととらえているのでしょうか。母親の至らなさを補うかのように、どこかに連れ出すつぐないのようなやさしさ・・・それは度を過ぎると過保護となり、子どもは責任感のない人生を歩くような気がします。
	お母さんに求めているものって・・・
	お母さんの時間

